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■業界を加熱させるSEOとは……

SEOへの関心がが高まっている。SEOと

はSearch Engine Optimizationの略で、

「検索エンジン最適化」とも呼ばれている。

要は、自分のウェブサイトをGoogleの検索結

果の上位に来させるために、ウェブサイトに

さまざまな手を加える方法論である。

1990年代後半以降、ヤフー（ディレクトリ

ー型）やインフォシーク（ロボット型）といっ

た検索エンジンは激しいユーザー獲得競

争を繰り広げたが、この戦いに終止符を

打ったのが1998年に登場したGoogleだっ

た（最近はここにOvertureが加わって再

びホットな争いになりつつあるが……）。

「他のサイトから数多くリンクされているサ

イトこそが本当に価値ある情報を持ってい

る」というGoogleのサイト評価システムは、

それまで氾濫していたMETAタグの悪用

による検索エンジン騙しを一掃した。今

では検索エンジンと言えば多くの人が

Googleと答えるに違いない（ヤフーの名前

を挙げる人もあろうが、ヤフーのエンジン

にもGoogleが使われている）。このGoogle

を攻略するために使われるのがSEOだ。

■「トップページはGoogleだ！」

2001年よりSEOビジネスを手掛けてい

るイージャパン株式会社は、SEOの手法を

取り入れたいという企業ニーズの高まりを

受け、2002年11月に「SEO集中講座」を2

度にわたって開催した。講師は米国など

で4年あまりのSEOの経験を持つジェフ・

ルート氏で、講義ではアクセスログの解析

からHTMLの書き方、Googleが好む

HTMLタグの解説など、実用的かつ具体

的な方法論が紹介され、質疑応答なども

活発に行われていた。

講座を聞いていて、ふと「この講座で習

得したSEOを“実践”することが一番のハ

ードルになるかもしれない」という気がし

た。というのも、受講者の多くがウェブマ

スターをはじめとするウェブ制作関係者だ

ったからである。SEOを使ってウェブサイ

トを再構築する際は、サイトのデザインな

どに大掛かりな手直しが必要になることも

少なくない。ところが、ロゴなどの画像や

商品名の記述などは企業のブランドに大

きくかかわる要素でもあるため、制作サイ

ドの裁量で変えられないことも多い。

講師のルート氏も「ここで学んだことを

行うための社内調整が一番難しいこともあ

る」と語る。ブランドやマーケティング戦略

の視点から判断しなければならない要素

がSEOには多いのだ。講座中も、ルート

氏の指摘に対して「その画像をテキストに

するのはちょっと……」と難色を示す受講

者があった。これに対してルート氏は「い

くらユーザビリティーに配慮しても、また、

いくらデザインに凝っても、あなたのウェブ

サイトをGoogleの検索エンジンに見付けて

もらって、見込み客やユーザーに訪れても

らわなければ意味がありません。皆さん

も『自分のウェブサイトのトップページは

“www.自社ドメイン/index.html”（通常）で

はなくGoogleだ』と考えてください」と受講

者らに訴えていた。

■知識型ビジネスからの飛躍へ

これはSEOに限ったことではないが、

このような「ノウハウを商品」とするビジネ

スが難しいのは、ノウハウ自身がコモディ

ティー化（日用品化、必需品化）してしまう

危険性が常に潜んでいる点にある。イー

ジャパンでSEOセールスストラテジストを

務める林典明氏は「確かにSEOの手法自

体がコモディティー化していくことは目に見

えています」と述べ、この点は認めつつも、

「当社はセミナーやコンサルティングだけで

はなく、SEO対応の製品も取り扱っていま

す」と語る。同社が2002年12月に販売を

開始した「アクセス マグネットPLUS」で

ある。これは、顧客が現在のウェブサイト

をほとんど変更することなくSEOの手法を

取り入れられるソフトウェアだ。この製品

の主な特徴について同社CTOの安川洋氏

は、「ウェブページのデザイン変更を行いた

くない場合や、どうしても動的なサイトが

必要だという場合でも、アクセス マグネッ

トPLUSを使えば検索エンジンから自社ペ

ージにユーザーを導くための“検索エンジ

ンにヒットしやすい静的ページ”を新規に

自動生成できます。静的なサイトマップや

インデックスページ、商品情報ページなど

を自動生成してユーザーを誘導するので、

現在のウェブサイトはそのままにSEOの手

法を取り入れることができます」と語る。

知識産業としてはコモディティー化が避

けられないSEOビジネスだが、こうして製

品化にまで広がりを見せたことは、この種

のビジネスの新たな将来像を予感させる。

イージャパン（株）kwww.ejapaninc.com

Googleを征するものはインターネットを征す?!

盛り上がるSEOに見る、知識型ビジネスの果て
藤井貴志（本誌副編集長）
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イージャパンによる「SEO集中講座」の模様。講座は少
人数制で行われ、講師のジェフ・ルート氏（中央）が日本
語で進める。1日にわたる講座では、受講者が運営する
サイトを例に具体的なアドバイスなども行われた。次回
は2003年2月に開催予定。詳細は同社ウェブサイトで。
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■DV映像をそのままストリーム
DVTSという言葉をご存知だろうか。

DVTSと は Degital Video Transport

Systemの略で、DV（デジタルビデオ）の映

像データをインターネットを介してそのまま

伝送するという技術である。

2002年10月1日には、慶応大学SFCを

中心とした産学共同の研究会である

「DVTSコンソーシアム」が発足し、12月5

日には第1回目となるワークショップが開催

された。ここでの発表はおもに研究や実例

であったが、DVTSが製品として実用化で

きるものであることをうかがわせていた。

ビデオ映像をインターネットで送受信す

る技術としては、たとえば、リアルビデオ

やウィンドウズメディアなどがその分野でし

のぎを削っているが、これらの技術の特徴

は、多くの場合、映像をいかに「圧縮」して

伝送するかが重要になっている。つまり、

圧縮技術の進化がそのまま映像伝送技術

の進化につながっているのだ。現にこれ

らの技術のおかげで、ほんの数Mbpsで

DVDクオリティー（4～6Mbps）の映像を送

受信できるようになり、ADSLが普及した

日本のブロードバンド環境で十分に映像を

楽しめるようになっている（“コンテンツ”自

体が楽しくないという問題は別だが）。

一方、DVTSは圧縮とは無縁な技術で

ある。というよりも、デジタル映像を「無圧

縮」で伝送するということに大きな意味を

持つ技術である。映像が圧縮されていな

いので、受信側は生のデータを受け取る

ことになる。したがって、フレーム間で圧

縮してしまうMPEGなどの技術と違い、映

像の編集をフレーム単位でできるのであ

る。ただ、DVTSでは映像を生で送るた

め、およそ30Mbpsものビットレートが必要

になる。現時点では、この映像を流すた

めの回線は家庭にはほとんどない。辛う

じてBフレッツなどのFTTHがあるが、ワ

ークショップでのある発表では、100Mbps

とうたっていても回線の情況によっては

30Mbpsを下回り、DVTSの伝送経路とし

ては力不足であることが指摘されていた。

DVTSを利用するには、商用サービスとし

ては広域イーサーなどの企業向けの通信

回線が必要になってくる。

■すでにイベントで自称済みの技術
しかし、それでもDVTSには大きなメリ

ットがある。コンソーシアムを運営する慶

応大学環境情報学部の中村修教授によれ

ば、「リアルタイムの映像伝送としてDVTS

は大きな意味を持つ。なぜなら、ウィンド

ウズメディアなどのストリーミング技術の場

合、専用のハードウェアを使ったとしても

映像圧縮でタイムロスが発生してしまい、

生放送のようなものでは遅延が生じてしま

うから。その点、DV映像をそのまま送る

DVTSは生放送のようなものに適してい

る」のだと言う。

この特性は活かされていて、2001年に

開催されたイベント「ネットライフリウム」で

は東京と大阪を結んでミュージシャンが音

楽をセッションする試みが行われている。

DVTSは非常に新しい技術というわけ

ではない。1998年には米国のオーランド

で開催されたスーパーコンピュータカンフ

ァレンスで現コンソーシアムメンバーによ

ってデモンストレーションされている。それ

以降も、たとえばSFCからスタートしたス

クール・オブ・インターネット（SOI）のような

プロジェクトでは、米国の大学から講師を

招いて授業をリアルタイムに映像で配信す

るなど、さまざまな試みが行われているの

だと言う。SOIの大川恵子氏によれば、「き

れいな映像はまるでその場で授業を受け

てるような臨場感がある」そうだ。

DVTSの素晴らしさは、DV映像の伝送

規格「IEEE 1394」の伝送距離を伸ばし

たことにある。IEEE 1394ではたったの

4.5メートルしかないものをインターネットで

無限に伸ばせるようにしたのである。すな

わち、いまわれわれが家庭で使っている

DVカメラ機などがそのまま使えるのであ

る。伝送に必要なDVTSのソフトウェアは、

ウィンドウズ XP、Mac OS X、Linux、

FreeBSDなど多くのプラットフォームで開

発されている。

放送技術や遠隔会議などに期待のかか

るDVTS。家庭にやってくるのはあと数年

後かもしれない。

DVTSコンソーシアム kwww.dvts.jp

コンソーシアムも発足し2003年にはブレークするか？

高画質な映像をリアルタイムに送るDVTSの真価とは
西田隆一（本誌デスク）
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専用のボードを搭載したDVTS実験機 パワープレイが開発した携帯用DVTS配信システム
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■動き出した無線アクセスサービス
本誌付録の「Wiナビ」では、毎月無線ア

クセスサービスのスポットを一覧の形で掲

載しているが、ここ数か月の間でスポット

の増加スピードがさらに勢いを増してお

り、事業者の動きも活発になっている。

NTT-BPは12月21日より、同社が試験サ

ービスとして提供してきた「無線LAN倶楽

部」を正式サービスとして開始した。月額

料金は1,500円で、アクセススポットは京王

線と京急線の駅構内や周辺のホテルなど。

また、NTT東日本も試験サービスを行っ

てきた「Mフレッツ」を、2003年1月1日か

らは正式サービスとして開始する。Bフレ

ッツやフレッツ・ADSLのユーザーである

ことが前提で、月額料金は200円。アクセ

ススポットは東京と北海道の喫茶店やホテ

ルなどとなっている。

一方、2002年の4月から街頭での無線接

続サービス「Genuine」を展開してきたモバ

イルインターネットサービス（MIS）は12月5

日、同サービスを2002年末をもって一時休

止すると発表した。同社はJR東日本の駅

構内に基地局を設置してサービスを展開

する予定だったが、JR東日本との交渉が

まとまらなかったことから当初の計画が大

幅に変更になったことが、サービスを休止

する原因になったとしている。

無線アクセススポットサービスは、現状

ではまだ発展途上のサービスであるにも

関わらず、すでに10社近くの業者が参入し

ており、ますます競争は過酷になっている。

業者間で互いのスポットを使えるようにす

るローミングサービスや、サービス自体を

統合していくなど、これからはさらに業者

の動きも活発になっていくだろう。

■主戦場はモバイルIPフォンか

ホットスポットサービスを使って、新しい

サービスを展開しようという動きもある。

シャープは12月16日から、同社のLinux対

応ザウルスと無線アクセスサービスを使っ

たモバイルIP電話の試験サービスを開始

した。当初は1000人限定で、2003年4月

から本サービスとして開始する予定だ。対

応する無線アクセスサービスは、当初は

NTTコミュニケーションズの「HOTSPOT」

だけだが、今後はさらに他の無線アクセス

サービスでも利用できるようにしていくと

している。

一時サービスを休止するMISも、携帯

IP電話などの実験は続けていくとしてい

る。同社では屋外に基地局を設置し、基

地局を移動しながらの通信が可能となる

モバイルIP技術を採用するなど、当初から

携帯IP電話サービスを見据えていた。一

方で、携帯電話事業者の側は、高速通信

サービスのみならずネットワーク全体のIP

化も視野に入れている。ノートパソコンを

持ち歩いているユーザーだけをターゲッ

トにしていては、無線アクセスサービスの

マーケットはそれほど大きくない。にも関

わらず各社が参入しているのは、いずれは

ノートパソコンからPDAのような携帯端

末、そして電話機へと利用形態が変化して

いくことをにらんでいるからだろう。

その一方では、いわゆる次世代携帯電

話の側がIP化に向けて動き始めている。

auは2003年秋には、最大2.4Mbpsの通信

が可能となる「cdma2000 1xEV-DO」の

試験サービスを開始する予定だ。この

「1xEV-DO」は、当初からTCP/IPによる

データ通信を前提として開発された技術

で、すでに韓国では地域限定ではあるも

ののサービスも開始されている。また、

NTTドコモやJフォン（ボーダフォン）が採

用したW-CDMA方式でも、IP接続サービ

スの提供方式や、第3世代携帯電話のネッ

トワーク全体をIP化して通話はVoIPで提

供する方式などについての議論が、各国

の事業者や機器メーカーなどによって活発

に行われている。

BBフォンの好調を受けて、他のプロバ

イダーも続々とIP電話サービスを開始する

など、固定電話のIP化の勢いが急速に進

んでいる。その次に控えているのは、無線

LANのによるIP電話と、携帯電話ネットワ

ークのIP化という、モバイルIP電話をめぐ

る競争となっていくだろう。

無線LAN倶楽部 kwww.ntt-bp.net

Mフレッツ kflets.com/mflets/

Genuine kwww.miserv.net

HOTSPOT kwww.hotspot.ne.jp

相次ぐ正式サービス開始と「Genuine」の休止

無線LANアクセスサービスの未来と第3世代ケータイ
三柳英樹（本誌デスク）
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韓国SKテレコムは、最大2.4Mbpsの通信が可能となる
「cdma2000 1xEV-DO」サービスを開始している（写真
はサムスンの対応端末「SCH-3000」）。

モバイルインターネットサービスは2002年12月5日、無線
アクセスサービス「Genuin」の一時休止を表明した。一
部地域でのテストは継続される。
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■コンテンツビジネス、いけるかも
2002年はマイクロソフトの「eHome構想」

にドキドキしっぱなしの1年だった。1月に

は「Miraデバイス」（現スマートディスプレ

イ）と「Ｆｒｅｅｓｔｙｌｅ」（現ウィンドウズXPMedia

Center Edition）が登場し、簡単に言って

しまえばリビングやキッチンでビデオを操

作するようにインターネット上のコンテンツ

を楽しむというスタイルを提示した。6月

になると、ウィンドウズメディア9のベータ

版がその全貌を現し、ブロードバンド回線

を使ってDVDを超える品質の映像と、5.1

チャンネルの迫力ある音響を再現。「なん

かすごいことになってるぞ!」とますます期

待 は 高 まって い った 。 特 に 6 月の

“Streaming Media Japan 2002”で、米マ

イクロソフトのバイスプレジデントの古川享

氏の行ったパフォーマンスは圧巻。ウィン

ドウズメディア9で再生されている高品質

映像が、再生中のパソコンからイーサネッ

トケーブルを引き抜いても止まることなく

続いていたのだ。

「パソコンのモニターで映画は見ない」

「すぐに“バッファ中”になってしまうコンテ

ンツではお金は取れない」など、インター

ネット上のコンテンツビジネスに否定的な

意見が聞かれるが、そんな問題はすぐに

解決してしまいインターネットを使ったコン

テンツ配信は、今の地上波テレビ放送と同

じようなビックビジネスになるんじゃない

かとワクワクした次第だ。

■“コンテンツ商習慣”は破れるか
もちろん、こうしたハード的な問題をク

リアすれば、すぐにインターネット上に良

質のコンテンツが溢れるわけではない。特

に音楽コンテンツについて言うと、日本の

音楽業界では“原盤権”という音源をCD

やデジタルデータにして販売する権利が、

芸能プロダクションなどに散在している。

ちなみに、数年前、某レコード会社が楽曲

のオンライン販売をしたとき、この原盤権

を芸能プロダクションから買い取るのに多

大な苦労をしたという話も聞かれる。とな

ると、たとえばマイクロソフトが有名アーテ

ィストのアルバムをウィンドウズメディアオ

ーディオの形でリリースしたいと思ったと

きには、芸能プロダクションも巻き込んで

入り組んだ権利のクリアランス作業こなさ

なければならなくなると想像できる。ただ、

エイベックスのように原盤権を豊富に持ち、

オンラインでの展開に理解のあるレコード

会社も現われつつあるので、コンピュータ、

通信業界の努力によっては、これも早く解

決する問題なのかもしれない。

■最後の重要なピースはどこに？
さて、ではこれら権利関係もクリアした

としよう。とうとう、インターネット上に高品

質なエンターテインメントコンテンツが溢れ

るはずなのだが、はたしてそれでコンテン

ツビジネスは盛況になるのだろうか?

去る12月3日にマイクロソフト、Jストリ

ーム、日本HPの3社が「Windows Media

9シリーズ 5.1chライブ配信サービス」の

デモを行った。あらためてウィンドウズメ

ディア9の高品質、高音質再生に感動した

のだが……。その配信されている内容（デ

モの日はゴスペルとボサノバの演奏をライ

ブ配信した）を見ていると、「まるでBS

ハイビジョンを見ているようだ。うん? と

なると、別にウィンドウズメディアじゃなく

てもBSで見りゃいいのか?」と思ってしま

った。もちろん、このデモは低コストで、ま

たライブでこれだけの画質、音質を中継で

きているから価値があるのだが、これまで

感動しっぱなしだったウィンドウズメディア

が実現する高画質、高音質のインターネッ

ト放送というものに疑問が湧いたのも事

実。つまり「確かにすごいけどBSデジタル

放送でもできることをインターネットでもや

ろうとしているだけじゃん」という気分にな

ったのだ。

多分、2002年のインターネットコンテンツ

を取り巻く環境は、ウィンドウズメディア9

などの製品によって高品質放送の“ような”

なことができるようになったのだろう。次

はインターネットにしかできないことをここ

に加味しなければいけないのだろうが、

それは双方向だからとか、そういう語り尽

くされたものではないはずだ。2003年は、

インターネットコンテンツにとって、最後に

してもっとも重要なピースが何なのか、そ

れが判明する年になってほしい。

ウィンドウズメディア9日本語版ライブ配信デモ公開！

やっぱり“通信”は“放送”になりたかったのか?
河内純也（本誌編集者）
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マイクロソフトのショールームで行われたウィンドウズメデ
ィア9の実験。やはりその画質、音質には感動した。
kwww.microsoft.com/japan/windows/windowsmedia/
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